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平成２２年１１月８日

株式会社テレビランド 代表取締役社長
笑いと健康学会 会長

協同組合日本映像事業協会 会長

澤田　隆治  様

　澤田でございます。テレビの仕事をして５５年
目になります。就職してずっとお笑い番組ばっ
かり作っています。健康に興味を持ったのは
２０年ぐらい前に自分の仕事は本当に世の中の
役に立っているんだろうかと思ったのがきっ
かけです。まあ俗悪だとか、いろいろ叩かれ
るわけです。なんかいいとこ1つ発見しておき
たいと思った時、ノーマン・カズンズという
アメリカの文芸評論家が膠原病になって、そ
の痛みを緩和するためにキャンデットキャメラ、
日本のドッキリカメラのような番組を見て笑っ
てたというのを知って、笑えば痛みはとれる
ということに気付いたわけです。人間にはエ
ンドルフィンというホルモンがあって、笑う
ことでエンドルフィンが上がると痛みを忘れ
るんですね。それを彼は後で知ってレポート
を書くんです。
　僕は彼の言ってることが本当なら面白いと思っ
て、６年前、帝京平成大学の冲永先生と順天
堂の小川理事長のお二人の応援を得て、お笑
いタレントやお医者さんに声かけて学会を作
りました。つい先日、５回目の研究発表をい
たしました。内容も全て笑いは健康にいいと
いうのを医学的に実証するものです。例えば
血液。やすし・きよしのディスクを患者さん
に聞いてもらって、１年間ずっと血液のデー
タを取りました。影響あるんです。それでラ
イブでもやってみました。ライブだと５０ぐら
い下がるんです血糖値が。ほかのお客さんと
一緒に笑うことがいいんですね。被験者も大
変です。食前、食後、笑いをやる前と終って
からの４回採るんですよ。そのデータを比較
検討した結果ですから医学的にも正しい証明

だと思います。
　それから免疫力。
免疫力には自律神経
が一番関係するんです。
心拍数をとって血液
の流れを見る機械を
人に付けて笑いを見
せる。そうすると
笑っているときは交
感神経がものすごい有利で、終わったあと副
交感神経がずっと続くんです。すると免疫力
がどんどんアップしていく。もう１つ認知症
に対しても効果がある。大学の先生に頼んで、
笑いのソフトをそういうお年寄りのグループ
に１年間見せてもらったんです。アルツハイマー
の症状の人に見せると、ノーマルの人が１００と
したら、８０ぐらいの能力の人が９８ぐらいまで
上がったっていうデータを出して下さった。
これ漠然と笑えっていう話じゃなくて、ある
種の笑いの質とレベルとその症状によって、
自立神経、糖尿病、認知症の３つに多少影響
が出るっていう発表です。
　実際に私、健康都市宣言やってる流山なん
かと一緒にお笑い大会やるんです。お客さん
も明るい顔で、面白かったって帰って行かれる。
目に見えて元気になる。もしご希望の方があ
れば、どこでもタレントを連れて行きます。私、
５年ぐらい前から高齢者向けの番組をＢＳ２で
やってます。アーカイブに入っている古い漫
才を集めてやるんですね。それを何とか少し
ずつ増やしていきたいと思っています。
　どうもありがとうございました。

卓話　 笑って健康 11月は『ロータリー財団月間』です

（The Rotary Foundation Month）

　RI理事会と、管理委員会は、毎年１１月はこの月間を遵守すること、月間中、クラブは少
なくとも１つのクラブ・プログラムを財団のために実施することを決定しました。
　月間中は、ロータリー財団補助金受領者その他（例えばロータリー財団国際親善
奨学生など）が、クラブ例会や教育機関や地域社会の会合で、ロータリー財団につ
いて講演するよう、示唆されています。
　財団の奨学金事業、および人道的諸事業についての知識と理解を深め、財団の推
進に役立つプログラムを実施してください。

（ロータリージャパン　ホームページより）

　此度、ロータリー財団は新しいビジョンとして「未
来の夢計画」を発表しました。同計画の下では、資
金使途について６つの重点分野（漓平和の維持と紛
争の予防および解決　滷疾病の予防および治療　　
澆水問題と衛生設備の改善　潺母子の健康　潸基本
教育の充実と識字率の向上　澁経済と地域社会の発展）
を定め、その分野に集中的に財団の資金を振り向けて、効率的に社会貢献度を
高めていく方針です。

　また、グルーバルおよびローカルの双方に対し、従来以上の係わりを深める
目的で、「グローバル補助金」という大型プロジェクトに適した制度が設けら
れるとともに、「新地区補助金」というローカルなニーズに適合する制度も導
入されました。これにより、グローバルなネット･ワークを誇るロータリーの特
色を存分に生かし、複数のロータリー・クラブが共同して、世界的な規模での
プロジェクトの推進が可能になりますし、他方単独クラブでも対応できる身近
で小規模なプロジェクトの実施が一層容易になります。このように新制度は、
財団基金への受身的な寄附だけでなく、資金の使い道についても従前以上にロー
タリアン自身の意識の変革と積極的な関与が推奨されるよう設計されています。

　我々は、財団基金の更なる透明性、アカウンタビリティーの向上が実現する
よう財団運営に対し監視を強めると同時に、資金の使い方についても、自分達
の問題として考え、参加していこうではありませんか。

ロータリー財団委員会　藤井卓也委員長




